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＜
3B

の
時

は
基

礎
内

等
間

隔
配

筋
）

40d(片側)

イ の拡大図

梁
幅

ハ
ン

チ

※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

L1
柱かぶり厚さ

かぶり厚さ 増
打

ち (3）コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。

(4）軽量コンクリ－トの場合は、10ｍｍ増しの値とする。

(5）(　）内は仕上げがある場合。

(6）鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのない

　　ようにする。

＊印筋はD10-＠200とする

1, 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）

営繕部監修公共建築工事共通仕様書」平成（　　）年度版に準ずる。

L2 ＊ ＊ ＊ ＊

＊
＊

＊W1

L 1

L1

c

（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）

(1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行う

主筋定着方式

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

基礎下面

d
a

基礎下面
中詰め
ｺﾝｸﾘｰﾄ

補強筋

中詰め

中詰め補強方式

d
a

b

埋込み方式

基礎下面

中詰め

ｺﾝｸﾘｰﾄ

b
a

(3) べた基礎

ハンチを付けた場合(a≧3)

   但し上端と下筋を読みかえる

3, ②の鉄筋はD13以上

4, 埋戻し土のある場合は（※）を70とする

2, ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

L2

L 2
 
or

 L
3

a

2

1

70
40

(※
）

(4) 基礎接合部の補強

W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とする

H≦500は＊印筋は不用とする

300

500＜H≦100045°～60°

2-D16以上

H
L

2

3-
D
13

L 2 L
2

(1) 独立基礎、杭基礎の場合(定着、継手)

≧
15

d

1

梁
幅

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁

丸鋼では径、異型鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

(5) 鉄筋のあき

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

異型鉄筋 丸   鋼
あき

(6) 鉄筋のフック (a-fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)

b，あばら筋,帯筋a，丸鋼 c，煙突の鉄筋

d，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

e，単純梁の下端筋

f，その他、本配筋標準に記載する箇所 点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい

梁

図の  印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

柱

ddd0d0

あき

間隔 間隔

L

(2) 記号

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値  丸鋼では径

@･･･間隔 r･･･半径

D･･･部材の成 R･･･直径

h0･･･部材間の内法高さl0部材の内寸法距離C･･･中心線

ST･･･あばら筋 HOOP･･･帯筋 S.HOOP･･･補強帯筋 φ･･･直径又は丸鋼

D13@200ﾀﾃﾖｺ

１．一般事項

３．杭

５． 地中梁

d

R
キャップタイd

8d
以

上
(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状  鉄筋折り曲げ角度90°以下

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

折曲げ角度 180○ 135○ 90○ 折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋
の末端部またはスラブと同時に
打ち込むT形およびL形梁のキャッ
プタイにのみ用いる。

図

d

R

d

R

鉄筋の余長

折曲げ内法寸法R SR235 : R≧3d

4d以上

SD295A･SD295B･SD345 : (D16以下)R≧3d、(D19以上)R≧4d

SD390 : R≧5d ※片持スラブ、L配筋の先端

図

以下

鉄筋の種類

d

余
長

余
長余長

6d以上(※4d以上) 8d以上(※4d以上)

鉄筋の使用箇

所による呼称

鉄筋の径によ
る区分 内の寸法(R)

鉄筋の折曲げ

16φ
3d以上

２．鉄筋加工、かぶり

φ

(3) 鋼管杭

LC

Ｄ13＠300

地中梁上端筋

80
0
～
10

0
0

10
0以

上

45
d

破り折り部分

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

主筋のかぶりは

杭頭補強筋

杭頭ｷｬｯﾌﾟ

肉盛溶接

基礎下面

φ

a

基礎下面

φ

b
a

(1) 直接基礎

柱近傍に重点配筋する場合は下図による

(2) 杭 基 礎

フック付

(ハカマ筋）

D13

15
ｄ

C L

(a=min(3D,D+2d))
a

d d145°

D

L1

B a’

(
a'

=m
i
n(

3B
,
B+

2d
))

L
2

フック無し

2
0d

以
上

余長4d
20d(両側)

D13

15
ｄ

(2) 布基礎、べた基礎の場合(定着、継手)

l0/4 l0/2

l0

l0/4

（継手範囲)

15d 15d

(3）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋

埋込型

地中梁の主筋、スタッドボルト(スタッド

ジベル)による、おさまりに注意する

鉄骨柱D

OH O P 3-D13　以上

H
OO

P
@1

00
@1
50

HO
OP

主筋

地
中

梁

B.PL下端

H形
鋼

(3
D
)

角
形

鋼
管
(3

D
)

根巻き型

3-D13　以上POOH

鉄骨柱D

地
中

梁

埋
込

み
長

さ
h

(h
≧

2D
)

H
OO

P

地中梁下端筋

30～50
主筋

主筋の40d以上かつ埋込み

(4) せいの高い梁のあばら筋

加工要領図

Dが1500を超える場合

イ

D

8d

8d

(5) 水平ハンチの場合のあばら筋

加工要領図

6～8

1

※
2
本

巻
き

柱

Ｕ形補強筋

(6) 側柱柱脚の補強

L1

柱

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

へりあき200以上

柱
主
筋

40
d

重
ね

継
手

HOOP筋の継手は片側溶接
10d又は重ね継手40d

スぺーサー
フラットバー@3,000

100以上とする

(各4ヶ所)

2
0d

以
上

かぶり厚さ

(L1＜3Dの時は基礎内等間隔配筋）

外 端 部 内 端 部

20d 20d

下端筋継手範囲上端筋継手範囲 上端筋継手範囲

型の埋込長さ以上とする

※2本巻き

3
0～

50

@1
50

ハンチハンチ 梁幅

L1 L1

L1

L1

L1

L
1

L 1

B.PL下端

４．基    礎

l0

L

φ

(2) 現場打ちコンクリート杭

φ
帯筋

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

φ

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

CL
杭頭処理

C

外 端 部 内 端 部

l0/4l0/4

15d
l0/2

（継手範囲)

L1

L1

L 1L 1

15d

L1 L1

部 位

L1

  ガス圧接形状
3㎜以下

θ＞80°

θ d

圧接面

d d/5以下

圧接面

d

圧接面

  圧接継手

a≧400

土に接しない部分

土に接する部分

(4) かぶり厚さ (単位：㎜)

(注）

ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、

厚さが部分的に減少する箇所に付いても

最小かぶり厚さを確保する。

屋根スラブ

40(1)

40 30

50

屋   内

屋    外

屋   内

屋    外

擁      壁

柱・はり・スラブ・耐力壁

基  礎  ・  擁  壁

はり

耐力壁
柱

非耐力壁
床スラブ

設計かぶり厚さ最小かぶり厚さ

梁
巾

1.4以上d

1.5　　以上 約0.5L1

30

50(2)

20

30(20)

40(2)(30)

50(3)

70 60(4)

40(4)

40

(㎜) (㎜)

(1）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。

(2）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。

28φ～32φ

D29～D38
(8d以上)8d以上　

( )内はSD390

以上

以下

帯       筋

あ ば ら 筋

スパイラル筋
R

R

d

D16

19φ

D19

16φ

D16

19φ～25φ

D19～D25

4d以上

(5d以上)

(6d以上)

4d以上　

6d以上　
上記以外の

鉄筋          

SR235、SD295A

SD295B、SD345

SD295B、SD345

SR235、SD295A

(3) 鉄筋の定着及び重ね継手長さ（定着長さは設計図書による。特記の無い場合は下記による）

重ね継手(下図のいずれかとする)

1.1d以上 d/4以下

  5, 鉄筋径の差が5㎜を超える場合は、圧接としてはならない

  4, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

  1, 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

継      手

定  着  の  長  さ

小  梁 スラブ

特別の定着及び

重ね継手の長さ
鉄筋の種類

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

(N/㎜2)

SD345

SD295
24 ～ 27

30 ～ 36

24 ～ 27

30 ～ 36

18

21

18

21

45d　または　35dフックつき

50d　または　35dフックつき

40d　または　30dフックつき

35d　または　25dフックつき

35d　または　25dフックつき

45d　または　30dフックつき

40d　または　30dフックつき

35d　または　25dフックつき

40d または 30d フックつき

40d または 30d フックつき

35d または 25d フックつき

30d または 20d フックつき

30d または 20d フックつき

35d または 25d フックつき

35d または 25d フックつき

30d または 20d フックつき

      つき

20d または
10d フック

10d かつ

15cm以上

一般  (L2)
(L1)

下ば筋 (L3)

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打ち合わせのこと

l0/4

(1) 設置可能範囲

(φ1＋φ2)x3/2以上

D φ1 φ2

斜  筋  4-(2-D13)   

縦  筋  ST2-D13-100@

横  筋  2-(2-D13)   

上
縦筋  ST2-D13     下

150＜φ≦250        

45°

L2

D

2φ

φ φ

金網型 プレート型

・ 梁幅が400を超える場合は
   補強筋でD13はD16又は、
   2-D13は3-D13と、各々
   読みかえる

※ 部分については計算で
   確認された場合は図の

   て良い。
   位置、寸法によらなく

１２． 梁貫通孔補強

80≦φ≦100         

l0/4

D/3

望ましい範囲

l0

(2) 鉄筋標準配筋 但し、φ≦D/3とする

折  筋  2-(2-D13)   

縦  筋  ST2-D13     

折  筋  2-(2-D13)   

縦  筋  ST2-D13-100@

横  筋  2-(2-D13)   

梁端部(スパンl/10以内かつ2D以内）は避ける

l0/2

100＜φ≦150

φ

L2

L2

25
0
以

上

2φ

※
※

25
0
以

上

孔補強の有効範囲と
定着長さのとり方

（補強有効範囲）

φ

(3)既製品 (使用する場合は、設計者又は工事管理者と打合せのこと)

リング型 パイプ型

(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)

B

※
印は補強筋ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

※

a300

a
30

0

あばら補強筋

D10

補強筋巾止メ筋

300 a

D

あ
ば

ら
補

強
筋

30
0

a

補強筋 補強筋

300 a'

a及びa'≦200

(2) 梁増打ち補強

(1) 柱増打ち補強

１１． 柱、梁増打コンクリート補強
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裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接

(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置

パス温度差（℃）

350以下

350以下

４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して

4

内ダイヤフラム

1

エンドタブが交互に
当たらぬこと

※

※

※

〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉

内ダイヤフラム

1

(注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース  S：脚長  （単位 ㎜)

Ａ Ａ

平面詳細

Ａ

1 ※

・Ｂ．Ｈ方式

1

1

Ａ断面

断面図

断面

※はりフランジは、通しダイヤ

フラム厚み(t)の内部で溶

接する事

Ｂ Ｂ

ガス抜き

断面図Ｂ Ｂ

曲率半径

BCP325 3.5t±0.4t

BCR295 2.5t±0.5t 溶接不可域

(2)  異型隅肉溶接 (使用箇所に注意)

(1)  隅肉溶接

(3)  完全溶込み溶接 (平継手、T継手)

左図要領図参照

明記なき内ダイヤフラムは、SN490B、

明記なき通しダイヤフラムは、SN490C、

の鋼材を使用する事。

φ=22

断面図

断面Ａ Ａ

スカラップ部分は

回し溶接する

Ａ Ａ

仕口軸組詳細図

形鋼の場合（柱貫通形式の場合）

1

はさみ板
棟部

良 良

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

フランジ板厚の

１

１

４

２

３

２

２

3

3

2

2

3

3

2

2

2

1

2

1
1 ※

1

※
3

2

2

2

2

2

2

2

2

内ダイヤプレ－ト取付け要領図

t≦16㎜

t

S

6

6

9

7

12 14

10 12

16

9

t＞16㎜

t

S 11

19 22

13 15

25 28

17

32

19

ｆ≦ｔ/4

6＜t＜19㎜t

t≦4

4＜t≦12

12＜t≦19

t＞19 4

3

2

1

t t≧19㎜

・但し片面溶接の場合はS＝tとする

・tはt1、t2の小なる方とする

  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする

・軸力が加わる場合のSは母材と同

  厚とすることが望ましい

・tはt1、t2の小なる方とする

・両側に補強隅肉溶接を付加する AAG

45≦α≦55°は自然開先
55＜α＜90°はθ=35°

ｆ≦ｔ/4

45≦α＜90°の場合

FB-9x25（斜め加工）

・AAG( )内はGCでF.Hの場合

・両側に補強隅肉溶接を付加する

t＞19(60≦α＜90°の場合)

D1=2/3(t-2)
D2=1/3(t-2)

t≦19(45≦α＜90°の場合)

45＜α＜90°はθ=45°
α＝45°は自然開先
ｆ≦ｔ/4

f≧0.5㎜(ただし、t≧15㎜
のとき4㎜以下とする)

平滑仕上げ
シ－リングビ－ド

内ダイヤフラムの場合は柱
の角のＲ止まり+10に接しないこと

断続

ｔ

＊L1およびL2は、接合部パネルと通しダイヤフラムの
溶接部と干渉しない寸法とする。

＊L3は、通しダイヤフラムと干渉しない寸法とする。

通しダイヤフラム 内ダイヤフラム

通しダイヤフラム

梁フランジ
内ダイヤフラム

梁フランジ

②斜めカットとする場合 ②斜めカットとする場合

①ルート面を取る場合

（ｂ）梁貫通形式の場合

フランジフランジ

①ルート面を取る場合

（ａ）柱貫通形式の場合

ウェブ ウェブ

フランジ フランジ

ウェブウェブ

（ノンスカラップ工法等）

(b)分割形裏当て金

（複合円型スカラップ工法等）

通し形裏当て金

(a)通し形裏当て金

鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける

１パス　長さ＝40～60mm程度
隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 

裏当て金の組立溶接を施す部位

コーナー部の形状に合わせる

分割形裏当て金

裏当て金の組立溶接を施す部位

１パス　長さ＝40～60mm程度
隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 

(ﾛ) ノンスカラップ工法

完全溶込み溶接

隅肉溶接
裏当て金まで回す

隅肉溶接
裏当て金まで回す

完全溶込み溶接

※

２ＵＰ(SN490C)

中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。

適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。

(2) 工作一般

(b) 鉄骨の製作精度

　　告示１４６４号による。

(a) 鉄骨製作及び施行に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

(3) 高力ボルト接合

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(4) 溶接接合

(a) 溶接技能者

　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接

　　技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

　　ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。

(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。

　　加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。

下向 F 横向 H

(ｲ) エンドタブ

    残してガス切断し、切断面をグラインダーで仕上げる。

    母材に影響を与えないように母材から５ｍｍ程度

    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。

    但し、切断に支障が生じる部位などについては、

    監理者との協議による。

    材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする

上向 O
立向 V

JIS Z 3211、3212、3214

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

JIS Z 3212、3214

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

400N級鋼

490N級鋼

40以下

40以下

30以下

40以下

250以下

350以下

入熱(KJ/cm)溶接材料

(ﾛ) 裏あて金

(ハ) 鋼材種類と溶接材料

鋼材種別による溶接条件

鋼材の種類

入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。

クレーンガーター等の
低応力高サイクル疲労を受ける場合

a＞10㎜　あるいは　a＞t2/4 の場合 a≦10㎜　かつ　a≦t2/4 の場合

３

f≧0.5㎜(ただし、t≧15㎜
のとき4㎜以下とする)

(裏はつり後溶接) (裏はつり後溶接)

・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）

(c) 溶接施工

Ⅱ）鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、板厚の２倍以上とする。

Ⅲ) 鋼製エンドタブを使用して、見え掛りとなる場合は、

Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とし、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得る。

(ｲ) 組立て位置

組立て不良 組立て不良

※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする

※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする

(e) 組立て溶接

2

(b) 溶接姿勢

　　溶接姿勢は、原則下向きとする。

　それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。

(1) 材料及び検査

(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。

(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ １ ） ２．溶接規準図

１．一般事項

母材との組立て溶接はしない

母材との組立て溶接

（開先内※）

裏当て金との組立て溶接

(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接

　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな

　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）

※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、

（ａ）柱貫通形式の場合 （ｂ）梁貫通形式の場合

フランジ

ウェブ

フランジ

完全溶込み溶接

隅肉溶接

スカラップまで回すスカラップまで回す
隅肉溶接

完全溶込み溶接

ウェブ

(ｲ) 複合円型スカラップ工法

(d) スカラップ加工

1
0
0
以

上

25以上かつ

25以上

2
5
以

上

St1S

S

t2

S/2

θ=60° θ=60°
G=0

S/2

t1

S/2S/2

S S t2

θ=35°

FB-12x32

3
2

1
2

12

7

R≦2
t

f

7 t

f

7

ｆ≦ｔ/4
θ=35°

4～6

FB-9x25 θ=35°

α

G=0～2(裏はつり後裏溶接)

f

R≦2

f

θ=45°

t

t

f

ｆ≦ｔ/4

裏はつり
θ=60°

2 D2
D1

θ=45°

α

ｆ≦ｔ/4
θ=35°

f

R≦2

4～6
断続

FB-9x25

t

25

74～6
断続

FB-9x25

25

7

f

ｆ≦ｔ/4

α

t

θ=45°

f

f

f

1/3t

2/3t
t

θ=45°（55°）

R≦2

θ=60°

G=0～2

Ｔ形突合せ継手余盛

ｆ≦ｔ/4

のど厚 t㎜ 余盛の高さ ㎜

2
5

H

2
5
以

上

（SN490B)

止まりR

止
ま

り
R

10

内ダイヤプレ－ト

10

25

tは取り付く梁フランジの

最大厚さの２サイズ(6mm)以上アップ

tは取り付く梁フランジの

最大厚さの１サイズ(3mm)以上アップ

tt

L1

7mm

35°

L2

L1

5mm以上 5mm以上

35°

L3

L3

L2

10mm

0～2mm

7mm7mm

35°35°

t

かつ2t以上

t1

G=0～2 (裏はつり後溶接)

a1

削り面

2.5

t2

（１）傾斜加工

t2

t1

a

t2

（２）Ｔ継手に準じた余盛 （３）なめらかに溶接

t1

a

t

θ=45°6＜t＜19㎜

(裏はつり後溶接)

f

R≦2

G=0～2

6＜t＜19㎜ θ=45°

f

R≦2

G=0～2

t

G=0～2

t
f

35㎜以上

10mm以上 10mm以上

7mm

35° 35°

r1
r2

r2=10mm以上

r1=35mm程度
r1

r2
r2=10mm以上

r1=35mm程度10mm

7mm

・板厚が異なる突合せ溶接
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Ｃ

Ｃ

添え板内フランジ添え板外フランジフランジ HTB

Ｈ-150×150×7×10 M1640 241014024 M16 60 410

Ｈ-800×300×14×26

Ｈ-700×300×13×24

Ｈ-588×300×12×20

Ｈ-488×300×11×18

Ｈ-194×150×6×9

M22

M22

M2016

M2012

M20

60M16

40 40 6202222946202214048 M22 45

40 1922946201914048 M22 45 40

40 6201622946201614048 M20 45 40

620

40 530229453014040 M20 45 40

40 4401222944401214032 M20 45 40

41021444101404060M1624

Ｈ-450×200×9×14

M20

60M2012

5301621945301404032 M20 60

410122194410121404024 M20 60

Ｈ-600×200×11×17

Ｈ-900×300×16×28 M2240 40 71025229471014056 M22 45

梁サイズ

Nw

124

124

150

150

150

150

150

150

16

12

22

70

70

54

104

104

104

104

104

104

54

24

24

32

60

90

90

90

60

120

120

ウェブ HTB

1759

添え板ウェブ

2

1.22 

138

1364

240

240

240

9240

1706240

2301406240

1.25 8321680

240

2303809240

2

Mj/Mp
終局 短期

せん断耐力

50

40 9

260

320

440

530

530

730

290

290

290

350

350

470

346

2353

4550

3216

5201

533

572

790

1005

2059

1974

2749

241

1.23 

1.21

1.20

1.22

1.20

1.20

1.25

1.21

12

12

12

16

12

70

40

70

70

70

70

70

40

40

40

Ｈ-400×400×13×21

Ｈ-350×350×12×19

Ｈ-300×300×10×15

Ｈ-250×250×9×14

Ｈ-200×200×8×12

M22150

60M20150

60

60

M20

M20

60M16

40 7701623947701614096 M22 60 204 40

40 1223446201214048 M20 45 154 40 620

40 440229444014032 M20 45 40

40 224441014024 M20 60

40 410219441014024 M16 60

410

124

174

150

12

12

70

70

104

12

12 90

1.29 

1.25 269696

9250

9240

1701406

2

2

40

40

1406240

140

200

280

350

290

290

290

715

1017

1830

2172

456

795

989

1.30

1.24

1.20

12

40

40

40

40

70

9 4

8

990

806

4

8

8

9

9

9

9

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

Ｈ-175×175×7.5×11 24 M16 60 M1640 2410140 410 60 2 1.257099 169 4 30 6 120 230 381

310

169

90

16

12

12

20 90 440 350 2464 1325 1.24

105 64

Ｈ-390×300×10×16

径径
gi fe se A B A C Pv

厚さ数量厚さ数量
数量 es D E

数量 厚さ
ewPh

Ｈ-300×150×6.5×9

Ｈ-400×200×8×13

Ｈ-350×175×7×11

60M2010

M16

M16

1221944101404024 M20 60 410

41021694101404024 60

21444101404024 M16 60 410

21194101404024 M16 60 410

105

124

44

54

64

70

60

687

633

2303209240

240

62

240

35 250 230 347 1.22

151470

70

70

9

9

9

8

9

9

9

975

90

60

60

8 90 9 170 350 568 273 1.25

M16 12 M16 90 40 6 260 290 1102 502 1.23

Ｈ-244×175×7×11

Ｈ-294×200×8×12 M16

M16

40 530219453014032 M16 60

40 410216941014024 M16 60 105

124

64

70

60

90 6240

6240 140

170

290

290

715

725

310

314

1.20

1.2140

40

9

9 8

89

9 60

60

M2040 530229453014040 M20 45 40150 12 104 12 90 9240 260 290 1793 797 1.21406016Ｈ-440×300×11×18

Ｈ-340×250×9×14 60M2040 5301222445301214032 M20 60 174 70 170240 9 200 1044 391 1.21406

Ｈ-250×125×6×9

Ｈ-500×200×10×16 M2012530162194530121404032 M20 60 124 70 60 15122309240 380 832 1.2070

P go数量 (kN)

Ｎf (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm)(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm)(mm)(mm)(mm)

P1=60 P2=90

Y1,Y4端

Y2,Y3端

4-M22

●

※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事

杉 田

杉 田

杉 田

Ｈ3 0

－

Ｓ

4

０４

鉄骨構造標準図（ ２ ）

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

第1ボルトを外側とする

A

se se

B

A

gi

ウェブHTB ２列配置の継手

フランジ幅125～250シリーズ フランジ幅300シリーズ

P
v×

(
n
w-

1
)

継ぐ部材の板厚の差（製品許容誤差）や食い違いによって生じた差が
１ｍｍを超える場合はフィラープレートを挿入する。

E

PhPh eses

10

Bgi
g
o

go

P×(nf-1)P×(nf-1)P×(nf-1) P×(nf-1)

D

D

B

C

gigo go

10

D

B

C

es es

gi

P
v
×

(n
w
-1

)

E

es es

E

10
Pv

×
(
N
-1

)^
1

ew ew

10nf＝Nf/4

nw＝Nw/2 P P PP

sese

se se10

10

10

fefe

fefe

fefe

P
v
P
v
P
v

10

P
v
P
v
P
v

P
v

ewew

10

ewew

es es
ewew

(4) 小 梁 継 手
(5) ブレース接合部

梁

座屈止めと水平ブレースの接合部

      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

40

〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

32 706045446026M24

60554028385524M22

60504026345022M20

604022284018M16

標 準最 小(2)(3)の標準(3)(2)(1)

ピッチ (P)最 小 縁 端 距 離 (e)

穴  径

ボルト
呼  び

（　）内Ｆ１０Ｔ

於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。

締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに

トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。

３．継手規準図

HTB

25 (30)以上

締め付け長さに加え
る長さ

M24

M22

M20

M16

30 (35)以上

35 (40)以上

40 (45)以上

○

○ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。

ボルト接合面の処理

○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない

(1)　ボルト接合  ＨＴＢ (2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)

(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）

小梁と水平ブレースの接合部

座屈止め

 □-100x100x3.2等

大
梁

小梁

小梁

※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事

形   状

10

CT-125×125×6×9

ｅ＝４０　ｅ’＝３２．５　ｐ＝６０

座屈止メ

2C

H形鋼

補強PL

ボックス柱

補強PL

柱厚さ以上

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

・スリ－ブは梁成の中央１／２の範囲とする。

　０.４Ｈ以下とし、そのピッチは３.０φ以上とする。

パイプ補強（小径の場合）

11

（０.１Ｈ＜φ≦０.２Ｈ）（φ≦０.１Ｈ）Ａタイプ Ｂタイプ

・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと
・計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い．
・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける

H

Ｐ^BＬ厚さはＷＰ^BＬ厚さの０.５以上

Ｐ^BＬ厚さはＷＰ^BＬ厚さの０.５×２以上

（０.３Ｈ＜φ≦０.４Ｈ）（０.２Ｈ＜φ≦０.３Ｈ） ＤタイプＣタイプ

Ｐ^BＬ厚さはＷＰ^BＬ厚さと同厚さ×２以上

４．その他

・梁貫通補強　

ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考に、

辺長　　Ｌ

ゲージ　ｇ１

ｐ　ｍｍ

標準 最小
ｅ　ｍｍ

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２ ４０

４０

４０ ６０ ４０

６０ ５０

５５６０

Ｌｇ≧ｂｅとなるよう現寸図で決定する。

ガセットプレートの厚さは９ｍｍ以上とする。 ブレースの仕様は、特記による。

(b)山形鋼ブレース接合部

CT-125×125×6×9

４０

７５ ９０

５０

１００

５５

Ｍ１２～Ｍ２２ Ｍ２４～Ｍ３０

H･T･B

r=20

ｅ＝４０　ｐ＝６０

ｅ＝４０

4-M20

5-M20

(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)

サイズ採用 ガセットＰＬＨ・Ｔ・Ｂ
（Ｆ１０Ｔ）

１－Ｍ１６ ＰＬ　－　６Ｍ１４ ４０ ５０２５ ５２

ＰＬ　－　６Ｍ１２ ４０

Ｍ１６ ４５ ２５ ５９ ５５ １－Ｍ１６ ＰＬ　－　９

Ｍ１８ ５０ ３２．５ ６６ ６０ １－Ｍ２０ ＰＬ　－　９

Ｍ２０ ５０ ３２．５ ６６ ７５ １－Ｍ２０

Ｍ２２ ５５ ３７．５ ７３ ８５ １－Ｍ２２

Ｍ２４ ５０ ７０ ８５ ２－Ｍ２０

Ｍ２７ ５０ ７２ ９０ ２－Ｍ２０

Ｍ３０ ５５ ８３ ９５ ２－Ｍ２２

４５

４５

６０

６１

８０

８０

９７

１００

１１２

１４５

１７７

４２

４３

５６

５６

７０

７６

９３

１０９

５４

５５

７２

７２

８１

９０

９６

１１３

１２９

６

e1 e2 e3 溶接長 La Lb LcＳ

６

８

８

８

１０

１０

１０

１０

６５

３８．０

ＰＬ　－　９

ＰＬ　－　９

ＰＬ　－　９

ＰＬ　－　９

ＰＬ　－１２

５５ ２－Ｍ２２ １７７ １０９ １２９１０ＰＬ　－１２５０ ９０ １１０

１－Ｍ１６５２２５４０

Ｍ３３

6-M20

7-M20

採用 H形鋼サイズ
ガセット
プレート

□-100×100×3.2

PL-9

PL-6
2C-100x50x20x2.3

 C-100x50x20x2.3

H-250x125x6 x 9 PL-9

PL-9H-300x150x6.5x9

H-400x200x8 x13

H-450x200x9 x14 PL-12

PL-9H-340x250x9 x14

PL-9

H-350x175x7 x11

B35

H-600x200x11x17

H-588x300x12x20

H-500x200x10x16 PL-12

PL-16

B30

H-200x100x5.5x8

B20

B25

（大梁の片側・両側に取付く場合）

（その他の場合）

2-M16

3-M20

P=60

P=60

4-M20

P1=90 P2=60

4-M16

PL-9

V10
P=602-M16

中ボルト　2-M12

P1=60 P2=120

PL-9
6-M22

4-M22

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）

首下寸法

（ボルト長さ）

（余長）

ねじ山３以上

ナット高さ

座金厚さ

締め付け長さ

ee

p

1
0
0

4040

6010

20 20

H 1/2H
1/4H

1/4H

D

10 10

φ

H

３φ

H

φ
３φH

３φ以上

φ

３φ３φ

６０°

ｂ ｅ

Ｌ

Ｌ
ｇ

Ｌｇ

ｅ

ｐ

ｐ

ｅ

ｇ １

e
'

e
'

φ φ

溶接長 e3 e1

e 2

溶接長 e3 e1

e 2

ｐ

ee10

e
p

p
e

e

ee

p
2

p1
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

B

B
+
5
0

4
0

4
0

4
0

L
b

L2

L
1L
a

2S
以
上

2S以
上

(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm)

Ｓ

Ｓ

Lc=L1+L2

Ｓ

溶接凡例 Ｓ：スミ肉サイズ La、Lb、Lc:ガセットプレート溶接長



杉 田

杉 田

杉 田
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露出型柱脚標準図（ １ ）

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

１．１ 構成部材 ２．１ アンカーボルト（材質：ＳＤ３９０・ＳＤ４９０）

特記以外は元請建設会社の施工とする。５．現場施工

３．１ ４．１ 溶　　接

５．１

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）５．２

①フレームベース設置：柱中心線地墨に対し、平面位置を

調整（誤差≦５ｍｍ）する。レベ

ル調整用ボルトでフレームベース

を水平にする。

②アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアン

カー調整ボルトにて固定し垂直を

確認する。

③テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

調整後、フレームベースをホール

インアンカーで固定する。

④定着ナット緩み止め措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

５．３

５．４

５．５ ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。

５．６ 緩み止めクサビの設置（元請施工）

５．７ 無収縮モルタル注入

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

①無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）

②基礎コンクリート清掃・水洗いの後、

無収縮モルタルをシュートにより一方向

から注入する。（※１）

※１；現場施工及び施工管理は、

ジャストベース施工技術委員会が

認定した有資格者が行う。

許
容
誤
差

４．２ 溶接部の検査

■溶接方法（突合せ溶接）

種　類 図

ガ

ス

シ

ー

ル

ド

ア

ー

ク

溶

接

R又はCφdｃｂａＡｔタイプ
ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

記　　号

●超音波探傷試験とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の

超音波探傷基準・同解説」による。

D29(SD490)

D35(SD390)

D35(SD490)

D38(SD490)

D41(SD490)

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）２．２

定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）２．３

呼    径 Ｄ Ｌ ｄ１ ｌ１

呼　径 A1 A2 B H c d R

座金（材質：ＳＳ４００）２．４

呼　径 Ｂ Ｃ Ｌ

呼　径 W1 P1 t φD

ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ）２．５

D29

D35

D38

D41

D29

D35

D38

D41

D29

D35

D38

D41

呼び名

D29

D35

D38

D41

Ｈ
内リング外リング

Ｄ ｄ Ｄ ｄ

<４本アンカーボルトタイプ> <８本アンカーボルトタイプ>

① ベースプレート

③ ロックナット及び緩み止めクサビ

② アンカーボルト

④ ジャストリング

⑤ 座金

⑥ 定着ナット及び緩み止めクサビ

⑦ 無収縮モルタル

⑧ フレーム部材（テンプレート含む）

１．２ 基礎廻りの標準図

注：12本アンカーボルトタイプ図は省略

（注１）

SD295A(D10～D16)

SD345(D19～D25)

（注）基礎柱型の施工は

適用 ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

記　　号

J550-22

J550-19

J500-22

J500-19

J450-22

J450-19

J450-16

J400-22

J400-19

J400-16

J400-12

J350-22

J350-19

J350-16

J350-12

J300-19

J300-16

J300-12

J300-09

J250-16

J250-12

J250-09

J200-12

J200-09

J175-09

J150-09 150×150

175×175

200×200

250×250

300×300

350×350

400×400

450×450

500×500

550×550

サイズ

※（　）内は、ＳＴＫＲでは不可

F=235N/mm2 F=295N/mm2 F=325N/mm2

６・９

６・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１４）・（１６）

６・８・９・１２・１４・１６・１９

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２・１４・１６・１９・（２２）

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・（１６）

９

９・１２

９・１２・１４・（１６）

９・１２・１４・１６・（１９）

９

９・１２

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２・１４・１６・（１９）

柱脚構成部材 ＲＣ基礎柱型 （下記の寸法・配筋以上とする）

寸法（ｍｍ）

C×D H

主　　筋

（注１）

帯　　筋

（注１）

設計基準強度

（N/mm2）

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

柱脚回転剛性

kN･m/rad
備　　考

６・８・９・１２

６・８・９・１２

６・８・９・１２

座　　金

t×W1

ベースプレート

t×A×Ah

アンカーボルト

n-φ×L 材質

JASS5による。

ジ
ャ
ス
ト
ベ
ー
ス
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
型
）
柱
脚
工
法
（
角
形
鋼
管
）
標
準
仕
様
一
覧
表

捨てコンクリート地業（元請施工）

基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

鉄骨柱の建入れ（元請施工）

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

６以上

被

覆

ア

ー

ク

溶

接

溶接姿勢

Ｆ

Ｈ

Ｖ

Ｆ

Ｈ

Ｖ

標準値 標準値 標準値許容差 許容差 許容差

６以上

７

９

６

７

４５

４５

３５

３５

２

２，

，

， ，

，
-2.5

，
－２－２

－２ －２ -2.5

＋∞＋１＋∞

＋∞ ＋１ ＋∞

柱部材の適用

板厚（ｍｍ）

ルート間隔 ルート面 開先角度

Ｇ（ｍｍ） Ｒ（ｍｍ） α１（度）

突合せ溶接の開先標準

適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

●角形鋼管のベースプレートのへの溶接は突合せ溶接とする。

－５≦ｅ１≦５

－５≦ｅ２≦５

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720

4-D35×720

4-D35×725

8-D35×720

8-D29×660

8-D35×720

8-D35×720

8-D35×725

8-D35×720

8-D38×785

8-D38×785

8-D41×870

8-D35×725

8-D38×785

8-D41×870

12-D38×785

12-D38×785

12-D41×870

12-D41×870

12-D41×870

12-D41×970

12-D41×970

12-D41×970

460×460

480×480

520×520

540×540

620×620

620×620

630×630

680×680

700×700

730×730

730×730

780×780

800×800

800×800

800×800

850×850

870×870

900×900

900×900

940×940

940×940

980×980

1,020×1,020

1,050×1,050

1,100×1,100

1,150×1,150

550

550

600

600

600

600

600

600

600

600

600

700

750

750

800

800

800

800

800

800

800

800

800

850

850

850

8-D10

8-D13

8-D13

8-D16

8-D16

8-D16

12-D19

8-D16

8-D19

8-D22

12-D22

12-D22

12-D25

12-D25

20-D22

12-D22

12-D25

12-D22

16-D25

16-D22

16-D25

20-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

22×74

22×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×74

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×94

28×100

22×88

25×94

28×100

25×94

25×94

28×100

28×100

28×100

28×100

28×100

28×100

22×7428×300×300

28×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×440×440

36×480×480

32×490×490

36×530×530

45×540×540

50×540×540

40×580×580

45×600×600

55×630×630

55×630×630

45×630×630

55×690×690

60×690×690

60×700×700

50×700×700

55×720×720

60×750×750

60×790×790

65×840×840

65×880×880

70×950×950

165

165

165

175

175

180

175

165

175

185

190

185

200

200

205

190

200

205

200

200

205

205

205

215

215

215

4-D29×660 SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD390

SD390

SD390

SD390

SD390

SD390

D10 @ 150

D10 @ 150

D10 @ 150

D10 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D16 @ 100

D16 @ 100

D16 @ 100

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

24

24

11,000

14,700

19,800

27,800

43,800

47,700

61,600

64,700

89,600

96,500

102,000

125,000

149,000

165,000

170,000

177,000

218,000

232,000

258,000

296,000

319,000

339,000

422,000

427,000

537,000

557,000

J150-09

J175-09

J200-09

J200-12

J250-09

J250-12

J250-16

J300-09

J300-12

J300-16

J300-19

J350-12

J350-16

J350-19

J350-22

J400-12

J400-16

J400-19

J400-22

J450-16

J450-19

J450-22

J500-19

J500-22

J550-19

J550-22

４本

４本

８本

８本

８本

４本

４本

４本

４本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

８本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

28

28

32

32

36

40

45

50

36

36

55

55

45

60

60

55

45

55

60

50

65

60

70

65

32

40

300

325

350

380

430

440

480

530

540

540

600

630

630

690

700

690

630

700

750

720

840

790

880

950

490

580

45

45

45

55

55

55

55

55

55

55

60

65

60

60

65

60

55

65

65

60

65

65

65

65

45

55

210

235

270

260

320

330

75

75

75

75

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

95

95

65

75

75

220

270

280

280

340

330

310

410

390

400

420

450

410

540

490

630

560

270

320

370

60

60

60

60

60

60

60

50

50

50

65

70

65

65

70

65

70

70

65

70

70

70

70

50

60

60

80

50

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

80

62 49.7 10 56 34.3 28.9 5

74 61.2 10 64 41.2 35.0 5

82 65.8 10 64 44.9 38.1 8

88 73.9 10 72 48.2 41.2 7

74

88

94

100

37

44

47

50

22

22

25

28

34

41

45

48

28

32,45

45

5546.7

43.2

39.2

32.940.6

48.8

53.3

57.558.2

54.0

49.6

41.349.0

59.0

64.0

69.0

56

64

64

64

49.7

61.2

65.8

73.964

57

53

43

20

20

20

20

20

M8

M8

M8

M8

M8

660

720

725

785

870,97046.2

42.7

38.7

38.7

32.4

ベースプレート（材質：ＳＭ４９０Ａ）

※設計基準強度が21N/mm2 と

　24N/mm2 の仕様があります。

　柱型主筋は、頂部フックが不要です。

※ジャストベース(JEI型)工法の

１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図 ２．ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・ﾛｯｸﾅｯﾄ・定着ﾅｯﾄ・座金・ｼﾞｬｽﾄﾘﾝｸﾞ ３．ベースプレート

ジャストベース(ＪＥⅠ型)柱脚工法設計施工標準図
(角形鋼管仕様)（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０６（平成２５年１２月２０日付）

適

用

条

件

設

計

施

工

●柱脚の選定 ： 別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。

●柱脚の溶接 ： 別冊「工事製作管理要領書」により鉄骨工場にて溶接施工を行う。

●現場施工　 ： 別冊「ジャストベース施工ガイド」により

ジャストベース認定施工業者が行う。

●柱材：角形鋼管(Ｆ値235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B･C

                (Ｆ値295N/mm2) - BCR295

                (Ｆ値325N/mm2) - STKR490,BCP325,SHC490B･C

●基礎コンクリート　普通コンクリート(21・24N/mm2) 以上

●鉄筋　：　異形鉄筋　SD295A(D10～D16)

                      SD345(D19～D25)

資料番号：JB(JEI)-01-06

広　　島    TEL  0823-70-0721   FAX  0823-70-0722

コトブキ技研工業株式会社

４．溶接施工

（○印）

〇

〇

〇
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露出型柱脚標準図（ ２ ）

０６

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

4-R80又は4-C80

φ65
4-R80又は4-C80

φ60

6
3
0

6
0

3
4
0

6
0

630

350

8
0
0

800

5
1
0

2
0
0

2
0
0

5
0

以
上

7
5
0

8
0
以

上

8
5

8
5

140 140

D13＠100（SD295A）又は D16＠150（SD295A）

8-D38（SD490）L＝785

800×800

12-D25（SD345）

□－350×350×9・12・14・16・19・22

□－350×350×9・12・14・16・19

□－350×350×9・12・14・(16)

630×630×55（490N）

( )内STKRは採用不可

235Ｎ/㎜

295Ｎ/㎜

325Ｎ/㎜

２

２

２

柱
材
Ｆ
値

Ｂ×Ｄ

主　筋

帯　筋

柱

型

ベースプレート

アンカーボルト

3
0

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
厚

ジャストベース　J350-19 4ヶ所

540

1
9
05
4
0

5
5
7
5

2
8
0

7
5
5
5

120
300

120

2
0
0

5
0

4
6
0

以
上

6
0
0

8
0
以

上

730

3
0

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
厚

7
3
0

235Ｎ/㎜

295Ｎ/㎜

325Ｎ/㎜

２

２

２

柱
材
Ｆ
値

Ｂ×Ｄ

主　筋

帯　筋

柱

型

ベースプレート

アンカーボルト

□－300×300×6・8・9・12・14・16・19

730×730

D13＠150（SD295A）

□－300×300×6・8・9・12・14・16・19

□－300×300×6・8・9・12・14・(16)

540×540×50（490N）

12-D22（SD345）

( )内STKRは採用不可

8-D35（SD490）L＝725

8ヶ所ジャストベース　J300-19
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デッキプレート標準図（ 1 ）

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

（単位：Ｎ）

SPW

デッキ板厚 1.2mm 1.6mm

11,0257,350

*1 JIS G3352

ｽｰﾊｰE

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向を、L はデッキスパン方向を示すものとする。）

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、プレートあるいは山形鋼による補強を行う。

（図５）

（図３）

ａ）φ150mm程度

SEﾒﾝﾄﾞ

ＥＺ５０

SEｸﾛｰｻﾞｰSEﾊﾝｶﾞｰ

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

幅調整板

75

50

EZ50

1.   設　　　　計

デッキプレート形状・寸法 システム部品

2.  耐　火　設　計

3.   施　　　　工

コンクリ－ト打設

溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

養　生

開口部補強

敷込み・仮止め

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

デッキプレートと梁との接合

割付け計画

4-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

4-3. 標準納まり:ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合

横筋

溶接金網

<溶接金網>

異形鉄筋 D10@200以下

スーパーＥデッキ

<異形鉄筋>

重ね代45d以上

<デッキプレートスパン方向>

場合の納まり

<デッキプレート幅方向>

5.    開  口  部  補  強　(例)

１．開口が独立している場合 ２．開口が連続している場合 ｂ）開口群

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

4-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

<FP120FL-9114又はFP060FL-9102（単純支持）耐火補強筋タイプ>

<FP120FL-9108又はFP060FL-9096(連続支持)>

<式１>

<式２>

※注意

○
ｂ）□300程度

-

-○

-○

-○

-○

-○

○○

-○

○○

-○

-

-○

-○

-○

-○

○

-○

○○

-○

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向　溶接ピッチ（P）

　 耐火構造仕様(詳細は下記の通り)

タイプ

特記は括弧内に記す。

同様の補強とする。

A

デッキプレート

種 類

デッキプレート端部仕様

異形鉄筋

コンクリート

梁との接合形式

FP120FL 連続支持

単純支持FP120FL

連続支持FP060FL

FP060FL 単純支持

認定番号耐火区分
使用条件

支持条件

断面仕様 はり構造

　 耐火要求なし

認定条件

品名 S造
厚さ(mm)

EZ502.7 以下

3.4 以下

3.6 以下

＜式１＞

＜式2＞

2.7 以下

3.4 以下

3.0 以下

3.4 以下

3.6 以下

2.7 以下

3.4 以下 <式2>

<式１> EZ50

EZ75

EZ75

4.4

＜式2＞

＜式１＞ EZ50

EZ75

EZ50＜式１＞

＜式2＞

5.4

EZ75

100Ｘ100

D10-

150Ｘ150

150Ｘ150

100Ｘ100

　 床２時間

　 床１時間

(m)

許容ｽﾊﾟﾝ

(kN/m )

許容荷重

200Ｘ200

φ6-

または

D10-

コンクリート

200Ｘ200

φ6-

200Ｘ200

D10-

または

φ6-

200Ｘ200

D10-

または

200Ｘ200

φ6-

D10-

または

または
D10-

100Ｘ100

200Ｘ200

φ6-

-9108

-9114

-9096

-9102

普通コンクリート

溶接金網又は

異形鉄筋

スーパーＥデッキ

梁にのみ込み:30mm

耐火補強筋 D13

梁へ定着:150mm以上150mm以上

30mm

RC梁

又はSRC梁

小口ふさぎ
釘打

デッキ

プレート

梁型枠
30
mm

エンクロデッキの30mm

普通コンクリート

耐火補強筋

スーパーＥデッキ

10mm以上

RC梁 又は SRC梁

30

40

mm

mm

溶接金網又は異形鉄筋

c）□600Ｘ900程度

ａ）φ150mm程度

□600Ｘ900程度の開口部と

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

（Ｂ）施工上の留意点

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

・大梁上の補強（例） デッキプレート

ひび割れ

400mm以上

400mm以上

例)補強筋 D10@200

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い

充分な養生期間を設ける。

デッキ山部

大梁

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

工法・工程・割付け計画をたてる。（図１）

ヤで傷つけないようにする。
（ｂ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（接合部で幅調整をしてはならない。）

（図２）

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

項目 溶接方法

JIS Z 3801基本級以上又は

JIS Z 3841基本級以上
溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料 低水素系溶接棒φ4mm

交流アーク溶接機AW250A以上

又はエンジン溶接機230A以上
溶　接　機

デッキ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接　電圧（V）

溶接径（mm）

接

件

条

準

溶

標

アークタイム（sec）

梁フランジ板厚（mm）

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。
（図４）

（図４）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

デッキ板厚

打込みびょう

（単位：Ｎ）

EZ50

ｽｰﾊﾟｰE

※Ｓ造の場合、耐火認定上のスパンは梁芯間距離とする。

（図１）コンクリート打設時支持スパンのとり方

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

スーパーＥデッキ

寸法はφ6-150x150を示す

梁耐火被覆50mm
以上

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

壁

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

Ｅデッキ
スーパー

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

壁
コンクリート

スーパー

Ｅデッキ

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

壁

コンクリート

溶接金網又は

異形鉄筋

小口ふさぎ

スーパー
Ｅデッキ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

溶接金網又は異形鉄筋

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

50mm以上

コンクリート
小口ふさぎ

溶接金網又

は異形鉄筋

スーパー

Ｅデッキ

梁耐火被覆50mm以上

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

コンクリート

溶接金網又は

異形鉄筋

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

幅調整板

コンクリート

溶接金網又は
異形鉄筋

スーパー
Ｅデッキ

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

200mm以下

梁耐火被覆

小口ふさぎ

デッキ受材

コンクリート

溶接金網又は

FB65x6等

梁耐火被覆

現場切断

（幅調整板）

ａ－ａ断面図ﾃﾞｯｷ受材

ｺﾝｸﾘｰﾄ

（デッキ）

現場切断

柱

異形鉄筋

梁耐火被覆

デッキ

異形鉄筋

Ｅデッキ
スーパー

Ｅデッキ
スーパー

コンクリート

溶接金網又は

異形鉄筋

溶接金網又は

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

ａ

又は頭付きスタッド

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

切欠き

デッキ受材

FB65x6等

ＦＢ６５ｘ6等

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

溶接金網又は異形鉄筋

スーパーＥデッキ

※スペーサー：

梁耐火被覆

耐火補強筋

50mm以上D13

又は頭付きスタッド

150mm以上

耐火補強筋

D13 50mm以上

壁
又は頭付きスタッド

150mm以上

耐火補強筋：D13

（デッキ各溝）

40

30

コンクリート

ピッチ1.0m以下

mm

mm

梁耐火被覆

※配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事

開口（Ｗ）

イ）開口間の内法寸法≧３ｘ開口径

L≦

900mm

仮想開口

ロ）開口間の内法寸法≦３ｘ開口径

異形鉄筋 (JIS G3112,3117)

溶接金網または

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通95以上

軽量90以上

普通95以上

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通80以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

普通90以上

普通80以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

普通95以上

ひび割れ

拡大防止筋

RC造

SRC造

　（注）式中の「Ｗ」は許容荷重(kN/m

また，Ｗが9.8を超える場合は9.8とする。

合成デッキ

スパン

異形鉄筋

溶接金網又は

（普通・軽量）

ｺﾝｸﾘｰﾄ
鉄骨梁

必要に応じて行う。

スパン

50

鉄骨梁

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

30

鉄骨梁
50

＊梁の耐火被覆は、

※ 左右のスパン比は原則均等とするが、最大3：2までとする。

50

150 150

30

スパン

（鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁）

30＊梁の耐火被覆は、
  必要に応じて行う。

30

40

鉄骨梁 50
（普通・軽量）

ｺﾝｸﾘｰﾄ ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ
合成デッキ

異形鉄筋

溶接金網又は

D13

150

鉄骨梁
スパン 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁

（普通・軽量）

コンクリート

異形鉄筋D13

150

30

40

（図２）

(特記)[　　　　]mm、下式による。

P　＝　MIN　（　600　,　P1　）

P１　＝　ｑ　／　Qm　Ｘ　1000

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（5.開口部補強を参照。）

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

溶接金網又は異形鉄筋
（図５）

30

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm
のうち大きい値以上

50mm以上

（図６）

13（デッキ各溝）

合成スラブの開口部補強 ★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。

注：合成スラブの補強として、

開口補強（ｃ；D10）は行う。

（イ，ロ共通）

（Ａ）設計上の留意点

１．小梁の剛性を大きくする。

スーパーＥデッキ EZ50，EZ75
デッキ合成スラブ

設計･施工標準仕様書

であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

ただし，耐火補強筋（*6 参照）を用いる場合は端部補強筋は不要。

設計基準強度 (N/mm )

デッキ山上厚さ (mm)

溶接金網 (JIS G3551)

品名

板厚および表面処理

種類
2

スーパーＥデッキ用システム部品

　 焼抜き栓溶接

　 びょう打ち

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

W = 5.4Ｘ(2.7/L)

W = 5.4Ｘ(3.4/L)

2

2

2
)，「Ｌ」は支持長さ（ｍ）を表す。

4,000

1.2mm 1.6mm

5,300

18 以上

8～12

6 以上

190～230

1.2～1.6

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる（図６）

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

（ｂ）単位水量の少ない、スランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

30mm 30mm

(2)建物外周部デッキスパン方向(1)建物外周部デッキスパン方向 (3)建物外周部デッキ幅方向

(8)デッキスパン方向梁継手部 (9)デッキ幅方向梁継手部

(4)デッキスパン方向（建物内部の大梁，小梁上）

(6)デッキ幅方向デッキ振り分け(5)デッキ幅方向デッキ連続 (7)柱廻り

(10)耐火補強筋の納まり（FP120FL-9114,FP060FL-9102）

による

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

（Ａ）箱抜きの場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ａ；D16（上・下端）

ａ；D22（上・下端）

ａ；W,L≦300の場合はD16

それ以外はD22
ｂ；D13(上端)、ｃ；D10(上端)

開口群を独立した一つの開口と見なし、

ｂ；D13（上端）

ｂ；D13（上端）

ｃ；D10（上端）

ｃ；D10（上端）

合成スラブの設計・施工は（社）日本鉄鋼連盟編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準-2004」

(社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、（社）日本建築学会編「建築工事標準仕

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鐵住金建材デッキ

プレ－トカタログ及び設計・施工便覧による。

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図３の要領で行う。

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

（ｅ）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

・定着長さ；開口端より40D以上

・かぶり　；30mm以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）

　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、D13以上

　　　　ｃ；開口補強、D10以上

　　　　ｄ；耐火補強筋、D13以上

　　・耐火補強筋　ｄ；

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ａ；D13（上・下端）

ｂ；D13（上端）、ｃ；D10（上端）

ｃ；D10（上端）

耐火補強筋 耐火補強筋 溶接金網又は

8

9

7

6

5

1

2

3

4

スパン

≧40D

ａ

ｃ
ｂ

Ｌ

ｂ

W

ｃ

ａ

≧40D

≧40D

ａ

ｃ ｃ ｃ ｃ

ａ

b

b

ｃ ｃ ｃ ｃ

ｃ

ｃ

ａ ａ ａ

b

b

ｃ ｃ

ｃ

ｃ

ａ
ｃ ｃ

ａ

b

b

b

b

ａ
ｃ ｃ

ａ

ｃｃｃｃ

ｃ

ｃ

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

ｃ；D10（上端）

W≦600mm

ａ；かぶり30mm以上
ａt又はａdの大きい方

耐火補強筋
を切断

ｄ

焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう
ﾋﾟｯﾁ

接合部2箇所中間1箇所（大梁）接合部2箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（小梁） 各谷1箇所

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

200mm以上
コンクリート

M
ａｔ＝

ｆｔ・ｊ

Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

　　増加曲げモーメント

（150mm以上）

※スペーサーの取り扱いはしておりません。

各メーカーへ問合せしてください。

ａd ： 所要鉄筋サイズ

D19

n

ａd D16

1 2 3

D22 or 2-D16

ｂ）耐火補強筋を切断する場合ａ）溝配筋方法

ｎ ： 切断された耐火補強筋の本数

・耐力補強筋の所要断面積；

EZ50

EZ75

2

ｂａｃ

ｃ
ａ ｄ

ｂａ
ｃ

えたりしない。

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

ｃ ｃ

*3 *4 *5 *6

*7

*8

*7

*8

*3 許容スパンは鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし，RC梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。本表の許容スパンは耐火認定の条件

*4 許容荷重は，スラブ自重（デッキプレート＋コンクリート＋鉄筋）を差引いた数値である。

*5 鉄筋比は，０．２％以上としなければならないので，同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*6 デッキプレートの梁へののみ込み代を３０ｍｍ以上とすること。端部補強(Ｄ１３以上,Ｌ＝１ｍ)を梁への定着長さ１５０ｍｍで配すること。

*7 スパンが３．４ｍを超える場合は，梁との接合にを頭付きスタッド（径１６ｍｍ以上，ピッチ３００ｍｍ以下）を使用すること。

*8 耐火補強筋（Ｄ１３）をデッキプレートの各溝中央にかぶり４０ｍｍで配すること。

*9 この耐火条件に適合しない場合は，FP060FL-9128あるいはFP120FL-9129（吹付けﾛｯｸｳｰﾙ被覆耐火構造）を適用すること。

種類の記号*1

　 18       　 21       　 [          ]

　 SEｽﾍﾟｰｻｰ       　 SEﾊﾝｶﾞｰ

　 ｴﾝｸﾛ            　 小口ﾌｻｷﾞ

注     記

　 普通      　 軽量１種      軽量２種

　 EZ50     EZ75  

　φ6-150  　　φ6-100  　 [                  ]

　 D10-200 　　　 [                            ]

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

 SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

（注）

4種の防錆性を有した塗料

　 95       　 100     　 [          ]

　 70       　 80      　 85      　 90

1.2

1.6

板厚(mm) 表面処理 仕様

なし

塗装

めっき  

なし

塗装

めっき

*2

Z12    Z27    K18  

その他[　　　]

*2

Z12    Z27    K18  

その他[　　　]

SDP1T

SDP2G

SDP2

SDP2G
*2 JIS K5621(2008)

●

●

600

600

175 125

180 120

125 175

115 185

□

□

□

□

□

□ □
□

□

□□

□

□

□

□

□

□ □ □

□

□

□

□ □

□ □

□

□

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□ □

□ □

□

■

■

■

■

■

■

□■

■

■

■

■

■

■ ■
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平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

X2 X3X1

X1 X2 X3

Y1

Y2

Y4

Y3

F2 F2

F2 F2
F3

F1 F2

F1 F2

F1

F1

F3

FS1

FS1

FS1

3,775 4,275

2
2
5

2
2
5

4
,0
2
5

5
,0
2
5

5
,5
0
0

9 ,5008,050

225

225 225

18,000

8,500

2259,275

9,500

225 8,275

9,5008,500

18,000

1
5
,0
0
0
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所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

X2 X3

X1 X2 X3

1
,4
00

1
,8
0
0
1
,0
0
0

1
,0
00

6
0
0

Y1

Y2

X1

Y4

Y3

ＵＰ

ＵＰ

FG1

FG1

FG
4

FG
4

FG
4

FG
3

RC2

RC2

RC2

RC2

RC2

RC2

RC2

RC2 RC1

RC1

RC1

RC1

FG1

CFG1

C
FB
1

FB
1

FB
1

FB
1

FB
1

FB
1

FB
1

FG
4

FG
3

FG
4

FB3

FB3

FG1

S1 （ 下部FS1 ）

S2S2S2S2

S2S2

S2 S2 S2 S2

S2

S2 S2 S2

S2

S2

S2

S2S2

S2

S2

S2
CS1

CFG1

FG2SC3519

SC3519

SC3519

SC3519

FB4

S1 （ 下部FS1 ）

S2

FG1FG1

FB
2

FB
3

FB4

FG
5

FG
5

SC3019

SC3019

SC3019SC3019

SC3019

SC3019
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FB
1
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1
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CFG1
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C
FG
1
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W
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5
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5

W
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2
5

W125 W125

W
1
2
5

W
1
2
5

W
1
2
5

W125 W125
屋外階段

すべり台 （既製品 ）

FB
1

FB
1

FB
1

FB
1

FB1A

3,167 3,1663,1672,683 2,683

4,275

2,684

1,300

1
,4
1
0

1
,8
203 ,330

3,775

1,0902,685

4,7003,170 1,630

7
0
0
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２階梁伏図 1 : 1 0 0

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所
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Ｒ階梁伏図 1 : 1 0 0

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所
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軸組図１ 1 : 1 0 0

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

Ｙ １通り軸組図

Ｙ ２通り軸組図
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軸組図２ 1 : 1 0 0

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

Ｙ ４通り軸組図

Ｙ ３通り軸組図
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軸組図３ 1 : 1 0 0

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

Ｘ １通り軸組図

Ｘ ２通り軸組図
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軸組図４ 1 : 1 0 0

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

Ｘ ３通り軸組図
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基礎リスト 1 : 5 0

１６

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所
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１７

地中梁リスト , 床リスト

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所
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D10-200@

300X600

2-D10



２階B34 SN400A　H-340x250x9x14

杉 田

杉 田

杉 田

Ｈ3 0

Ｓ

4

鉄骨部材リスト －

１８

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

部材リスト

符号

SC3012

階 部材 備考

２階

SC3519 BCR295 □-350x350x19１階

BCR295 □-300x300x19

SC3516 ２階

SC3519 BCR295 □-350x350x19

BCR295 □-350x350x16

BCR295 □-300x300x12

G29 Ｒ階

G40 ２階

G50

G50a ２階端部

２階中央

２階

２階CG40

CG30,CB30

SC3019

SN400B　BH-500x200x12x19

SN400B　H-500x200x10x16

SN400B　H-400x200x8X13

SN400B　H-294x200x8x12

SN400B　H-400x200x8X13

SN400B　H-300x150x6.5x9

部材リスト

部材 備考

CG25 Ｒ階 SN400B　H-250x125x6x9

Ｒ階CG34 SN400B　H-340x250x9x14

〃

〃

〃

B30

B25 Ｒ階

２階

２階B35 SN400A　H-350x175x7x11

SN400A　H-300x150x6.5x9

SN400A　H-250x125x6x9

B20 ２・Ｒ階
〃

SN400A　H-200x100x5.5x8

２・Ｒ階
〃

B10 SN400A　H-100x100x5x8

SN400B　H-500x200x10x16 縦胴縁 SSC400　C-100x50x20x2.3@600

SSC400　2C-100x50x20x2.3@1820

デッキプレートH=50 t=1.2 

SSC400　C-100x50x20x2.3@606

STKR400　□-100x100x2.3　隅部,ジョイント部

JIS　A 5541 1-M20（ターンバックル付）

JIS　A 5541 1-M16（ターンバックル付）

コンクリート山上80　ワイヤーメッシュΦ6x150x150

ささら桁　SS400　PL-16x250

踏面蹴上　SS400　CPL-4.5 L-75*75*6補強

（溶融亜鉛メッキとする。）

手摺　支柱FB-12*38 手摺FB-12*38

        手摺子9Φ

BPL-16*200*460 A.bolt4-M16

GPL-12 2-M20

２・Ｒ階 STKR400　□-100x100x3.2

SN400A　H-100x100x5x8

継手（構造標準図参照）

接合部（構造標準図参照）

Ｒ階

２階庇

共通

２・Ｒ階

２階

1-2階

1-2階

母屋

DP50

←→

屋内階段

屋外階段

水平ブレース

V10

P1

符号

EV廻り

階

踏面蹴上　SS400　PL-6
ささら桁　SS400　PL-25x250以上

GPL-16 2-M20
BPL-25*200*300 A.bolt2-M16

デッキプレート標準図参照

〃

〃

〃

〃

〃

〃

BPL-12*180*160 A.bolt2-M16

〃

〃

〃

〃

継手（構造標準図参照）

継手（H-500x200x10x16に準ずる）

継手（構造標準図参照）

柱脚：J300-19-1

柱脚：J350-19-1



10
40

40
40

26
0

90

40

60
60
60

Y1 ,Y4通 Y2 ,Y3通

GPL-9 HTB4-M22

GPL-9→

GPL-9 HTB6-M22

B25継手 V10継手

GPL-9 HTB3-M20
GPL-9→

GPL-9→

GPL-9 HTB2-M16
CT-125x125x6x9

杉 田

杉 田

杉 田

Ｈ3 0

Ｓ
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鉄骨詳細図 1 : 5 0

１９

平成３０年度静岡県立こども病院院内保育所建設及び浄化槽更新工事

所長 担当

製図

葉の内全

訂正

年月日

縮尺

工事名

図面名

登録　第２５１４２０号
一級建築士　杉田　晴彦一 級 建 築 士 事 務 所

登録（１６）第７３号 静岡市駿河区中島１５３－２
（ 〒４ ２ ２－８ ０ ４ ６ ） 電話（０５４）２８７－４４８８

ＦＡＸ（０５４）２８７―２９９２

（ 株 ）ス ギ 建築 事務 所

Ｙ ２通り鉄骨詳細図
X1 X2

SN400　BH-500x200x12x19
端部

SN400　H-500x200x10x16
中央

CFG1 FG1

F1 F2

SC3012

SC3519

SC3519

SC3019

□-300x300x19 □-350x350x19

□-350x350x19□-300x300x12

G29

H-29
4x200

x8x12

H-25
0x125

x6x9

CG25

G50ACG40

G29 CG25G40 ,CG40G50 ,G50A

H-400x200x8x13 PL-25

PL-25

PL-25

PL-25

PL-25

PL-19

PL-19

PL-25

PL-32

G50

H-500x200x10x16

B35継手

750 6 , 550 750 750

750 750 750 750
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0

10

230

4040 10

290

4040

6060
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10
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60
60
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530
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60
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90

40

17
040
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40
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0

60
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40

410

40

10

40

10
70

40

350

70

60

150

10
40
60
40

40
90
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40

26
0

410

4040

70
4040

70

230

△設計G.L

▽1FL

▽RSL

▽2FL
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0
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3
0
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,4
0
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1
,9
2
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,4
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,1
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0

9
,6
0
0

6
0
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